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四季新鮮
　　出あい感動

さかなとふれあう体験教室
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富士山を世界文化遺産に

さかなとふれあう体験教室
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　　山中湖

　財団法人自治総合センターでは、宝くじの収益による様々な地域づくり助成

事業を行っています。本事業は、地域の自然・文化・歴史・産業・生活習慣等

の特性を地域資源として発見し、積極的な活用を図ることを目的として実施す

る特色あるソフト事業です。やまなかこまちづくり実行委員会では、宝くじの

助成金により、活力ある地域づくり助成事業（地域資源活用助成事業）として、

『竹灯篭』の整備を行いました。

■主な事業
　・竹灯篭の制作（３連小型サイズ１００基）（１１連大型サイズ１０基）

　・ホームページ制作及びＰＲ用ポスター作製

■今後の竹灯篭設置について
　・９月３日（月）～５日（水）諏訪神社例大祭

　・１０月下旬～１１月中旬　紅葉祭り　　　等

　やまなかこまちづくり実行委員会では、各イベントにおける『竹灯篭』の設

置及び点灯等の準備にご協力していただくボランティアの方を募集しています。

問い合わせ
　やまなかこまちづくり実行委員会　監事　高村富三人　TEL ６２－１０１０

宝くじ助成金で竹灯篭を整備しました

『防犯及び山中湖村ＰＲ活動』を実施しました
　山中湖駐在所ふれあい連絡協議会（天野三代治会長）は、８月７日

（火）に花の都公園内「フローラルドームふらら」前にて『防犯及び

山中湖村ＰＲ活動』を実施しました。

　花の都公園を訪れた観光客に対し、防犯及び交通安全グッズや、富

士山世界文化遺産登録に向けたＰＲグッズ、また、山中湖村の観光Ｐ

Ｒグッズの詰め合わせ等を無料配布し、防犯意識の啓発、世界文化遺

産登録及び山中湖村観光のＰＲ活動を行いました。

　山梨県警のマスコットキャラクター「ふじ君・ふじ子ちゃん」やパ

トカーとの写真撮影会も実施し、皆さまに大変好評でした。

　１０月１３日（土）には、富士吉田警察署主催、山中湖駐在所ふれ

あい連絡協議会協力のもと、「安全・安心フェスティバル２０１２ｉ

ｎふじやま」が交流プラザきららにて開催される予定です。同会場に

も「ふじ君・ふじ子ちゃん」が登場するほか、警察音楽隊とカラーガー

ド隊のドリル演奏、警察車両の展示等、各種イベントを企画中です。

皆さまのご参加お待ちしております。

　７月２０日（金）の山中湖村農業委員会の総会において、会長

及び会長職務代理者の改選があり、会長に長田耕治氏、会長職務

代理者に羽田隆市氏が就任されました。

　これからも、農業行政にご尽力いただきますようお願いします。

　前会長の掘内康雄氏、前会長職務代理者の羽田盛造氏におかれ

ましては、大変お疲れさまでした。

農業委員会からお知らせ

会長　長田  耕治 氏 職務代理者　羽田  隆市 氏
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山中湖村教育委員会　TEL ６２－３８１３教育委員会だより № 27

陶芸教室開催！！
　教育委員会では、今年度も山中湖村文化協会の蒼生クラブの皆さんの指導のもと、

陶芸教室を開催しました。たくさんの子どもたちが参加し、会場となった蒼生庵は

子どもたちで埋まり、活気ある教室を開催することができました。夏休みの宿題や

思い出に各々真剣に作品を作り、心に残る体験ができたのではないかと思います。

来年も引き続き陶芸教室を開催する予定ですので、皆さまのご参加をお待ちしてお

ります。

　小学生を対象としたサッカー教室が、７月２４日から４日間、交流プラザき

らら人工芝サッカー場「ぴっち」で開催されました。本年は開設から３０周年

を迎え、男女２２名が参加し、講師にＪ２水戸ホーリーホックＧＭの萩原武久

先生を迎え、サッカー技術の向上をはじめ、スポーツを通した子どもたちの健

全育成についてご指導をいただきました。また本教室では、茨城県つくば市並

木ＦＣの子供３０名も参加し、交流・親睦が行なわれました。

　運営にご協力いただいたスポーツ少年団保護者の皆さま、お疲れさまでした。

　ＶＦ甲府では、Ｊ１昇格を果たすべく住民の皆さまを招待し大きな声援で後押ししてもらおうという企画「ホー

ムタウンサンクスデー招待事業」を実施しています。

　今シーズン、山中湖村サンクスデーが次のとおり開催され、３００名招待していただけることになりました。ま

た、当日は村内の小学生がボールボーイ、フェアプレイフラッグ、エスコートキッズなどで試合をお手伝いする予

定です。

◇開 催 日：１０月７日（日）午後２時キックオフ

◇会　　場：小瀬スポーツ公園陸上競技場（甲府市）

◇対戦相手：徳島ヴォルティス

◇招 待 席：アウェイ側ホーム自由席

◇チケット配布方法：教育委員会で配布します。先着順で、１人５枚までとさせていただきます。

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　問い合わせ　山中湖村教育委員会　社会体育係　TEL ６２－３８１３

◇日　　時：９月１２日（水）

　　　　　　午後６時１５分～受付　　午後７時開始

◇会　　場：鐘山体育館

◇対　　象：２０歳～６４歳

◇種　　目：握力・上体起こし・反復横とび・長座体前屈・立ち幅とび・２０ｍシャトルラン

◇持 ち 物：運動着・体育館履き・タオル・飲み物

　　　　　　　　　　　　申し込み・問い合わせ　山中湖村教育委員会　社会体育係　長田　TEL ６２－３８１３

つくば山中湖サッカー教室

ヴァンフォーレ甲府サンクスデー！先着３００名を無料ご招待！！

あなたの今の体力年齢が判ります！体力・運動能力調査開催
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税務だより税務だより税務だより税務だより税務だより税務だより税務だより税務だより税務だより税務だより
NO.109

山中湖村役場　税務課　TEL ６２－９９７２

□今月は、国民健康保険税３期の納期限です。□
納期限：９月３０日（日）　　口座振替日：１０月１日（月）

税金は納期限内に
納付しましょう！

再 建 築 価 格 と は‥‥評価の対象となった家屋と同一のものを評価の時点においてその場所に新築するものと
　　　　　　　　　　　した場合に必要とされる建築費です。
経年減点補正率とは‥‥家屋の建築後の年数の経過によって生ずる損耗の状況による減価等をあらわしたものです。

家屋評価のしくみ

家屋の評価は固定資産評価基準によって、再建築価格を基準に評価します。

新築家屋の評価 評価額　＝　再建築価格　×　経年減点補正率

　新築された住宅が一定の要件を満たす場合には、新たに課税される年度から一定の期間、固定資産税が１／２

に減額されます。

　【減額の対象となる住宅の要件】　専用住宅又は併用住宅であること（併用住宅については、居住部分の床面積

　　　　　　　　　　　　　　　　の割合が１／２以上のものに限られます。）

　【床 面 積 の 要 件】　　一戸建て住宅‥‥延べ床面積が、５０㎡以上２８０㎡以下

　　　　　　　　　　　一戸建て以外の貸家住宅‥‥１区画あたり、４０㎡以上２８０㎡以下

　【減額される範囲】　　減額の対象になるのは、家屋のうち居住部分のみになります。なお、住宅部分が１２０

　　　　　　　　　　　㎡までのものは、その全部が対象となりますが、１２０㎡を超える場合は、１２０㎡に

　　　　　　　　　　　相当する部分が減額の対象となります。

　【減額される期間】　　ア　一般の住宅（イ以外の住宅）‥‥新築後３年度分

　　　　　　　　　　　イ　３階建以上の中高層耐火住宅‥‥新築後５年度分

　※新築後それぞれの期間を終了しますと、１／２の減額措置の適用がなくなります。

　評価額は、上記の新築家屋の評価と同様の算式により求めますが、再建築価格は、建築物価の変動により異な

り、仮に評価額が前年度の評価額を超える場合でも、決定価格は引き上げられることなく、前年度の評価額に据

え置かれます。

　　評　　　　価　　　　額　　　＝　　　在来分家屋の再建築価格　　　×　　　経年減点補正率
　　在来分家屋の再建築価格　　　＝　　　前基準年度の再建築価格　　　×　　　建築物価の変動割合

新築家屋以外の家屋（在来家屋）の評価

新築住宅に対する減額措置

家屋の評価はどのように評価されているかご存知ですか？

未登録家屋の変更に伴う届出について

　法務局（登記所）に登録をしていない山中湖村所在の家屋（未登録家屋）について、相続等により変更がある

場合、未登録家屋変更の届出が必要となります。

◇提出書類：未登録家屋変更届書※及び変更内容に応じた添付書類

◇添付書類：①所有権移転の場合は、譲渡証書（売買契約書の写し）及び旧所有者の印鑑証明書

　　　　　　②相続の場合は、新所有者との続柄がわかる戸籍謄本及び遺産分割協議書（写し）または相続人の

　　　　　　　同意書

　　　　　　③家屋を取り壊した場合は、解体業者からの解体証明書及び解体前後の写真

　　　　　　※届出用紙については、税務課にありますのでお問い合わせください。
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こくみんねんきんこくみんねんきん
●山中湖村役場　住民課

　TEL ６２－９９７３
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特別講演 「住民に必要とされる自治会づくり」 ～人を助け人に助けられる自治会とは～

様
の
内
容
の
も
の
で
３
点
確
認
で
き
た
。
い
ず
れ
も
年

代
の
異
な
っ
た
時
期
に
書
写
さ
れ
た
も
の
で
あ
る
。
コ

ピ
ー
や
写
真
の
な
い
時
代
で
あ
る
か
ら
、
人
が
直
接
書

き
伝
え
ね
ば
な
ら
な
い
の
で
あ
る
。
こ
の
よ
う
な
古
文

書
は
、
現
代
に
生
き
る
我
々
へ
過
去
の
人
の
営
み
を
伝

え
て
く
れ
る
重
要
な
遺
産
で
あ
る
。

　

し
か
し
、
村
内
に
点
在
す
る
古
文
書
の
多
く
が
、
目

録
を
作
成
し
て
い
な
い
状
況
で
あ
る
。
ま
た
、
古
文
書

自
体
の
保
存
も
所
蔵
者
の
意
向
（
ご
厚
意
）
に
よ
る
と

こ
ろ
が
大
き
い
。
普
段
は
家
の
奥
に
保
管
さ
れ
目
に
つ

か
な
い
古
文
書
が
、
所
蔵
者
の
世
代
交
代
や
自
宅
の
建

て
替
え
で
破
棄
さ
れ
る
こ
と
も
予
想
さ
れ
る
。
現
存
し

て
い
る
古
文
書
は
、
あ
る
意
味
で
奇
跡
的
に
残
っ
た
も

の
で
あ
る
。
そ
の
た
め
古
文
書
を
デ
ジ
タ
ル
カ
メ
ラ
な

ど
で
撮
影
し
、
目
録
化
し
て
所
蔵
者
が
い
つ
で
も
見
る

こ
と
の
で
き
る
状
態
を
つ
く
り
だ
す
こ
と
が
必
要
で
あ

る
。
今
後
、
そ
う
し
た
活
動
を
継
続
的
に
進
め
て
い
き

た
い
。（
写
真
資
料
の
収
集
、
デ
ジ
タ
ル
化
は
山
中
湖

情
報
創
造
館
の
活
動
で
進
め
ら
れ
て
い
る
）

　

ま
た
、
国
際
コ
モ
ン
ズ
学
会
に
お
け
る
高
校
生
を
対

象
と
し
た
企
画
「
聞
き
書
き
コ
モ
ン
ズ
」
の
研
修
・
合

宿
が
、
７
月
27
日
～
29
日
の
２
泊
３
日
で
行
わ
れ
た
。

（
於
東
京
大
学
寮
）
富
士
山
麓
に
暮
ら
す
高
校
生
が
、

富
士
の
恵
み
を
守
り
活
か
し
て
き
た
地
域
の
知
恵
（
農

業
・
漁
業
・
林
業
・
炭
焼
き
な
ど
）
を
「
聞
き
書
き
」

と
い
う
手
法
を
と
お
し
て
名
人
（
年
長
者
）
か
ら
学
び
、

世
界
に
発
信
・
交
流
す
る
と
い
う
も
の
だ
。
学
校
・
地

域
の
異
な
る
若
い
18
名
の
高
校
生
た
ち
が
、
短
い
期
間

で
お
互
い
う
ち
解
け
合
い
な
が
ら
問
題
に
取
り
組
ん
で

い
た
。
こ
の
姿
を
垣
間
見
て
、
大
人
で
あ
る
私
た
ち
も

コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
の
重
要
性
な
ど
学
ぶ
べ
き
も
の

を
感
じ
た
。
こ
う
し
た
活
動
も
一
過
性
の
も
の
で
は
な

く
、
継
続
的
に
地
域
で
進
め
て
い
か
ね
ば
な
ら
な
い
だ

ろ
う
。

　

以
上
の
よ
う
に
、
古
文
書
や
地
域
の
知
恵
・
技
術
、

い
き
い
き
プ
ラ
ン
推
進
委
員
が
広
報
で
紹
介
し
て
き
た

マ
リ
モ
保
全
活
動
（
山
中
湖
の
景
観
）
な
ど
山
中
湖
村

に
は
後
世
へ
残
す
べ
き
遺
産
は
た
く
さ
ん
あ
る
。
大
事

な
こ
と
は
、
人
か
ら
人
へ
直
接
ふ
れ
あ
い
関
わ
っ
て
い

か
ね
ば
、
後
世
に
長
く
伝
え
残
せ
な
い
こ
と
を
忘
れ
て

は
な
ら
な
い
だ
ろ
う
。

●
文
責　

高
村  

昭
秀

　

現
代
社
会
は
め
ま
ぐ
る
し
い
情
報
化
の
進
展
の
な
か

を
歩
ん
で
い
る
。
し
か
し
、
後
世
に
残
し
て
い
く
べ
き
も

の
に
は
、
情
報
化
が
進
ん
で
も
な
お
人
か
ら
人
へ
直
接

伝
え
て
い
か
ね
ば
な
ら
な
い
知
識
や
技
術
な
ど
が
あ
る
。

　

そ
の
一
環
で
２
０
１
２
年
２
月
に
、
高
村
一
朝
氏
と

山
中
区
の
古
文
書
調
査
を
行
っ
た
。
調
査
対
象
は
、
高

村
修
氏
所
蔵
の
古
文
書
で
あ
る
。「
寛
文
九
年
山
中
村

水
帳
」
を
中
心
に
、
13
点
の
古
文
書
の
撮
影
に
ご
協
力

を
い
た
だ
い
た
。「
水
帳
」
と
は
「
検
地
帳
」
の
別
称

で
土
地
台
帳
の
こ
と
で
あ
る
。
旧
山
中
村
を
一
筆
毎
に
、

田
畑
屋
敷
の
等
級
（
上
・
中
・
下
・
下
々
）
や
面
積
・

石
高
・
名
請
人
（
耕
作
者
）
な
ど
を
記
載
し
た
も
の
で

あ
る
。
今
回
の
調
査
で
、「
寛
文
九
年
水
帳
」
は
、
同

「
後
世
に
残
し
︑伝
え
た
い
」

特別講演 「住民に必要とされる自治会づくり」 ～人を助け人に助けられる自治会とは～

◇講師：立川市大山自治会　自治会長　佐藤  良子 氏　　◇日時：９月２５日（火）　午後７時開演

◇場所：山中湖村公民館　　　　　　　　　　　　　　　◇主催：山中湖村いきいきプラン推進委員会

　　　　　　　　　　　　　　　　問い合わせ　山中湖村役場　総務課　女性政策担当　TEL ６２－１１１１

山中湖いきいきプラン山中湖いきいきプラン山中湖いきいきプラン
男女共同参画社会を目指して ９月号

ま
り
も
通
信　

第
１
号

　

２
０
１
２
年
１
月
「
山
中
湖
姫
ま
り
も
の
会
」
が

発
足
し
ま
し
た
!!
ま
り
も
で
い
き
い
き
村
お
こ
し

会
長　

高
村  

津
和
子　

℡
（
６
２
）
２
７
４
３



(7)

四季新鮮
　　出あい感動

NO,95子育て通信
つどいの広場９月の予定

　３日（月）ベビー＆キッズビクス（午前１０時３０分～１１時）講師　石倉  秀子 さん
　７日（金）親子リトミック（午前１０時３０分～１１時）講師　山本  理紗 さん
１２日（水）英語で遊ぼう（午前１１時～１１時３０分）講師　テリー渡辺 さん
２１日（金）子育てサポーター養成講座及び子育て教室
２４日（月）栄養相談　講師　千葉  絵美子 さん
２６日（水）みんなで遊ぼう　子育てサークル  スマイルの皆さん
　　　　　　身体測定・保健師による健康相談・情報創造館の館長さんの絵本の読み聞かせタイムも好評
　　　　　　です。
２８日（金）９月生まれの誕生会　かわいい手作りカードのプレゼントもあります。
　　　　　　１品持ち寄りのランチタイムを楽しんでみてはいかがですか！

今月の保育所園庭開放日（広いお庭で遊びましょう！）午前９時３０分～１１時
　平野保育所　９月　４日（火）・９月１１日（火）・９月１８日（火）
　山中保育所　９月１９日（水）・９月２８日（金）
　持ち物は水分補給の水筒、帽子などの日よけ、汚れてもいい服装で遊びにきてください。

問い合わせ　平野保育所　TEL ６５－８５４２　　つどいの広場　TEL ６２－２０１０

◇日　時：９月２１日（金）午前１０時～１１時３０分　　◇場　所：つどいの広場
◇内　容：「乳幼児の保健衛生」　　　　　　　　　　　　　◇講　師：富士東部保健所地域支援課
　乳幼児の感染症予防や家庭における食中毒の予防など学びます。行政サービスや他に聞いて見たいこと
などありましたら質問にも応じてもらえます。
　子育て教室も兼ねていますので一般の方・乳幼児をお持ちのお母さん・お孫さんと一緒に遊びたいおじ
いちゃんおばあちゃん誰でも参加できます。軽い気持ちで参加してみてください。申し込みの際は託児が
必要な方は申し出てください。

申し込み・問い合わせ　つどいの広場　TEL ６２－２０１０

◇実施日：９月３日（月）
◇場　所：つどいの広場
◇時　間：午前１０時３０分～
　　　　　午前１１時３０分
◇講　師：日本マタニティービクス
　　　　　インストラクター
　　　　　石倉  秀子 さん
◇内　容：子どもにもストレスはあ
　　　　　ります。ベビーマッサー
　　　　　ジでリラックスさせてあ
　　　　　げたり、音楽に合わせて
　　　　　身体を動かし親子一緒に
　　　　　リフレッシュしましょ
　　　　　う。

◇実施日：９月７日（金）
◇場　所：山中保育所　遊戯室
◇時　間：午前１０時３０分～
　　　　　午前１１時
◇講　師：カワイ音楽教室所属
　　　　　山本  理紗 さん
◇内　容：子どもと親が一緒に楽
　　　　　しめる音楽空間を生の
　　　　　演奏に合わせて親子一
　　　　　緒に体を動かします。

◇実施日：９月２４日（月）
◇場　所：つどいの広場
◇時　間：午前１０時３０分～
　　　　　午前１１時３０分
◇講　師：山中湖村管理栄養士
　　　　　千葉  絵美子 氏
◇内　容：市販されている商品を
　　　　　上手く使う方法や子育
　　　　　てに必要な食育や生活
　　　　　 の あ り か た を ワ ー ク
　　　　　ショップ型式で行いま
　　　　　す。個別相談も受付け
　　　　　ていますので申し出て
　　　　　ください。

　今年度もたくさんの高校生ボ
ランティアの生徒さんが『じゃ
んけんぽん』に遊びに来てくれ
ました。生徒さんも乳幼児と関
わることで何か新しい発見が
あったようで、感想の中に ｢ 自
分たちもこんなに大切にされ可
愛がってもらって大きくなった
んだと思うとうれしかった ｣ と
いうのがありました。生徒さん
にとっても、広場利用者さんに
とっても良い時間が持てたよう
でした。

子育てサークル　スマイル通信
　今月のスマイルの活動日は９月２６日

（水）午前１１時から予定しています。
　わらべ歌や手遊びなど身近ですぐ使え
る遊びをみなさんで楽しみたいと思いま
す。参加するだけではなく、計画する方
に興味ある方は連絡ください。
　つどいの広場経由　皆川まで

第４回　子育てサポーター養成講座及び子育て教室

ベビー＆キッズビクス 親子リトミック 栄養相談

　　　　　げたり、音楽に合わせて
　　　　　身体を動かし親子一緒に
　　　　　リフレッシュしましょ
　　　　　う。

　　　　　てに必要な食育や生活
　　　　　 の あ り か た を ワ ー ク
　　　　　ショップ型式で行いま
　　　　　す。個別相談も受付け
　　　　　ていますので申し出て
　　　　　ください。
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女性のための検診のお知らせ女性のための検診のお知らせ
　村では「乳がん・子宮がん」について病院で実施する施設検診と車による集団検診を行っています。検診は症状

が出現する前に早期に発見できる唯一の方法です。

　現在２０代から５０代の女性でがんと診断された方が増えていますが、検診を受けないことが原因のひとつ。こ

のため国の事業で一定の年齢の方に無料クーポンを配布しています。

　検診に行くのには勇気が必要です。この機会に自分の大切な方へ受診を勧めてみては。

車検診（各検診費用５００円）
病院に行かずに検査機械を乗せたバスが来て検診を行います

子宮がん車検診 乳がん・骨粗しょう症車検診
◇日　　時：９月２４日（月）

　　　　　　午後１時３０分～

◇場　　所：老人福祉しあわせセンター

◇対　　象：２０歳以上の方

◇受診可能人数：５０人

申し込み
　９月１０日（月）

　９時受付開始（TEL ６２－９９７６）

　※定員になり次第締め切ります。
　無料クーポンの対象者

　　今年度２１，２６，３１，３６，４１歳になる方

◇日　　時：１０月１５日（月）午前９時～１１時

　※お詫び　以前のお知らせでは１０月９日（火）でし

　　　　　　たが、日程が変更になりました。

◇場　　所：老人福祉しあわせセンター

◇対　　象：３０歳以上の方（今年度すでに受診された

　　　　　　方は受けられません）

◇受診可能人数：１００人

申し込み
　９月２５日（火）

　９時受付開始（TEL ６２－９９７６）

　※定員になり次第締め切ります。
　無料クーポンの対象者

　　今年度４１，４６，５１，５６，６１歳になる方

乳がん、子宮がん検診の
無料クーポンが配布されている方へ

　無料クーポンの有効期限は平成２４年１２月

１５日までです。忘れずにご利用ください。

　病院で検査を受ける方は役場にて受診券を発行

する必要があります。無料クーポン券を持参し厚

生課までお越しください。

施設検診
指定されている病院で検査を行う

乳がん、子宮がん施設（病院）検診は随時受付しています。
■子宮がん検診（２０歳以上）
　◇費　　用：頸部のみ  １，５００円　　頸体部  ２，０００円

■乳がん検診（３０歳以上）
　医師の診察およびマンモグラフィー検診

　◇費　　用：１，５００円

　◇申し込み：厚生課窓口

超音波検査の対象者
　・３０代の方　４０歳以上奇数年生まれの方

　　　　　　　　（例  昭和４５年、４７年…）

マンモグラフィー検査の対象者
　・無料クーポンの対象者　４０歳以上偶数生まれの方

　　　　　　　　　　　　　（例  昭和４４年、４６年…)

車検診での乳がん検査の内容

　病院での検診は、がん検診のみならず一般的な婦人科疾患に

ついても早期発見の機会となり、治療や療養指導も同時に受け

られるメリットがあります。

問い合わせ　山中湖村役場　厚生課　健康係　TEL ６２－９９７６

　子宮がんも、乳がんも早期に

発見し、治療すれば治るため、

恐いものではありません。しか

し手遅れになると命を失うこと

もあります。だからこそ日頃か

らの検診が大切ですね。
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四季新鮮
　　出あい感動

脳ドック検診受診希望者募集脳ドック検診受診希望者募集
　村の生活習慣病健診では、５０歳代から血液検査において血糖や脂質異常がみられる頻度が大変多くなっていま

す。また、要介護認定の原因疾患で、男性は第１位が脳血管疾患、さらには山中湖村の死亡原因の第３位が脳血管

疾患となっています。

　その原因の多くは、血糖や脂質、血圧の異常により血管が痛んでいくことにあります。そこで早期発見し改善す

ることで、将来的な要介護状態になることを予防することができると思います。第１弾で受診された方の中には、

脳動脈瘤が見つかった方もいます。ぜひあなたも健康づくりのためにこの検診を受けてみませんか？

脳ドックとは？
　最新鋭の診断機器（ＭＲＩやＭＲ

Ａと呼ばれる）で脳内や頸動脈の状

態をより詳しく画像として見ること

ができるため、自覚していない脳出

血、脳梗塞、脳動脈瘤、脳腫瘍等の

病気を早期発見することができ、早

期治療につなげることが可能となっ

てきました。

こんな方にお勧めいたします。
 ・糖尿病、高血圧、高脂血症、心臓病などで長く治療している方、ま

　たは健診で数年の間ずっと要指導・要治療となっている方。

 ・頭痛、めまい、耳鳴り、難聴、視力障害などがあって眼科・耳鼻科

　で原因不明と言われた方。

 ・一時的な手足のしびれ、麻痺、言葉のもつれ、けいれんなどを経験

　された方。

 ・ご家族・ご兄弟にクモ膜下出血や脳出血あるいは、脳梗塞にかかっ

　た方がおられる方・・・・など。

★受診日に次の要件を充たす方が対象とな

　ります。

＊山中湖村の住民である方

＊自費で脳ドックを同一年度において受診

　していない方

＊心臓ペースメーカーを装着していない方

＊脳疾患で現在治療中でない者

＊その他検査に支障のない方

＊平成２３年度に受診していない方

＜受診先及び費用等＞
①富士吉田医師会臨床検査センター
　費　用：１１，０００円

②甲府脳神経外科病院ＰＥＴセンター
　費　用：　７，０００円

対象年齢　満５０歳～７４歳までの方
＜受診方法＞
①山中湖村役場厚生課に申し込みをする。

②費用の支払い

③各自で連絡し予約をする。
④指定された日時に検査を受ける。

問い合わせ　山中湖村役場　厚生課　健康係　TEL ６２－９９７６

受診要件

こころに手をさしのべる研修会
◇目　　的：自殺者数は、平成１０年以降１３年連続で年間３万人を超えており、大変憂慮すべき状況にあります。
　　　　　　山中湖村では、自殺は個人の問題だけではなく、社会的な問題であると捉え、自殺についての相談・支
　　　　　　援に必要な知識等の習得を目的とした研修会を開催します。
◇日　　程：第１回　　９月２８日（金）『自殺者の心理・予防の十箇条』　　　山梨県立大学　　　清水  惠子 教授
　　　　　　第２回　１０月２３日（火）『うつ病の理解と自殺予防』　　　　　山梨県立大学　　　坂本  玲子 教授
　　　　　　第３回　１１月　５日（月）『多重債務と自殺予防』　　　　　　　小笠原  忠彦 弁護士
　　　　　　第４回　１１月２１日（水）『職場でできる自殺予防』　　　　　　産業カウンセラー　澤田  　実 先生
　　　　　　第５回　１２月　７日（金）『自死により残された家族へのケア』　山梨県立大学　　　清水  惠子 教授
　　　　　　※各回とも午後２時から４時まで
◇場　　所：山中湖村老人福祉しあわせセンター
◇定　　員：２０名
◇申込期間：９月３日（月）～７日（金）
◇費　　用：無料
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　申し込み・問い合わせ　山中湖村役場　厚生課　TEL ６２－９９７６

①山中湖村役場厚生課に申し込みをする。
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山中湖情報創造館９月のイベントカレンダー　予定は天候等により変更する場合があります。ご確認のうえお出かけください。

日付 曜日 イベント名 対象 申込 費用 時間
☆毎週☆ 月 月曜日　こどもの時間 ☆小さなこどもの優先時間☆ 午前 10 時～午後 3 時
☆毎週☆ 火 ＰＣサロン どなたでも 要 要 午前 10 時～正午
☆毎週☆ 土 コール・ふじまりも  合唱練習 どなたでも 要 要 午後 2 時～ 4 時

4･11･18 日 火 リトピュア  リトミック教室 小学生以下 要 要 午後 5 時～ 6 時
6 日・13 日 木 サテライトスクール『山梨の自然』 どなたでも 要 午前 10 時～正午

8 日 土 ネイチャールーム『秋の草花』 どなたでも 要 午後 1 時～ 3 時
16 日 日 敬老の日  工作『おまもりを作ろう！』 小学生以下 午後 1 時～ 3 時
22 日 土 フィットネスパーティ どなたでも 午後 1 時～ 3 時
23 日 日 図書館でレゴ！ どなたでも 午後 1 時～ 3 時
28 日 金 ☆　月　末　休　館　日　☆
30 日 日 フリーマーケット どなたでも 午前 10 時～午後 3 時
30 日 日 おはなしタイム 小学生以下 午前 11 時～と午後 2 時～

山中湖情報創造館
TEL：0555-20-2727 ／ FAX：0555-62-4000
E-mail：info@lib-yamanakako.jp
Web Site：http://www.lib-yamanakako.jp/

毎日　午前９時３０分～午後９時　閉館
（４月から１１月まで）

９月の休館日は２８日（金）です。

敬老の日  工作
だいすきな　おじいちゃん　おばあちゃんに

おまもり　を　つくって　プレゼントしよう！

９月１６日（日）
午後１時～３時

＊小学生以下は保護者同伴で参加してください。

＊無料

ネイチャールーム
９月のテーマ≪秋の草花≫

◇日　時：９月８日（土）午後 1 時～３時

◇集　合：山中湖情報創造館

◇案　内：山中湖村公認自然インストラクター

　　　　　野口  光男 さん

＊無料　　＊要申込

＊筆記用具・カメラ等は各自ご用意ください。

＊小学生以下の児童は保護者同伴でご参加ください。

＊荒天の場合はお問い合わせください。

マルチメディアコーナーを
リニューアルしました！

iMac（MacOS X）+  Windows 7 & MS-Offi  ce

ご利用は無料！ぜひご活用ください。

ＰＣサロン
毎週火曜日

午前１０時～正午

参加費：５００円

プリンタもリニューアル！
入出力サービスを

ご利用ください。

詳しくは公式サイトへ！

コラム　その７４
　パソコンは使えるようになってから買っても遅く
はありませんよ。山中湖情報創造館のリニューアル
したマルチメディアコーナー（ｍｍｃ）では、新し
いパソコンと新しい基本ソフト、新しいオフィス
ソフトをご用意しました。これからパソコンやイン
ターネットをはじめようとお考えであれば、まずは
パソコンもインターネットも教則本も、そしてわか
らないところを親切に教えてくれるスタッフも揃っ
ている山中湖情報創造館でしっかりマスターしてみ
てはいかがでしょうか。
　この機会に、山中湖情報創造館とその指定管理者
である私ども（ＮＰＯ法人地域資料デジタル化研究
会スタッフ）を使い倒してください。これからの情
報社会を生き抜くためのスキルを身につける場所。
山中湖情報創造館をそんな情報拠点として捉えてい
ただくと、とてもうれしく思います。
　私たちも日々是挑戦と思いながら、山中湖情報創
造館を充実させ、地域の皆さまのお役に立つよう努
力を続けて参ります。ぜひご来館・ご利用ください。

館長　丸山  高弘

図書館でレゴ！
９月２３日（日）

午後１時～３時

対象：どなたでも

フィットネスパーティ
９月２２日（土）

午後１時～３時

対象：どなたでも

おはなしタイム
９月３０日（日）

午前１１時～＆午後２時～

対象：小学生以下
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四季新鮮
　　出あい感動

Yamanakako Lake Salon
文学の秋 Special イベント！

三島由紀夫文学館

レイクサロン開催
～山中湖で三島由紀夫を語る～

レイクサロンとは…
三島由紀夫の「研究と普及」を基本理念に掲げ、三島文学
の魅力を語り合う場として毎年開催されています。
これまでに、多くの著名人を講師に迎え、講演とフリー
トークを中心に構成されたレイクサロン。
参加者が時間のたつのも忘れて三島について論じ合い、
出会いと楽しいひとときを共有できます。
あなたも三島文学の知られざる一面を垣間見ることがで
きるかもしれません。

講演　最後の思想 - 「三島由紀夫と吉本隆明」
講師：富岡幸一郎 氏

【講演終了後に公開トークとＱ＆Ａを行います】

平成２４年１０月２７日（土）

午後２時～午後５時
（受付開始　午前１０時～　開場　午後１時～）

場　所：徳富蘇峰館視聴覚室（三島由紀夫文学館隣り）お申込み方法、詳細は下記になります。

◇申 込 方 法：往復ハガキ・ＦＡＸ・電子メールのいずれかで、当館にお申し込みください。
　　 　 　 　　お申し込みの際には①住所②氏名③電話・ＦＡＸ番号を必ず明記してください。
　　 　 　 　　（当館受付でも受け付けています。）FAX：20-2656　MAIL：info@mishimayukio.jp
　　 　 　 　　複数名でのお申し込みの場合もそれぞれの①②③の明記をお願い致します。
◇締 切：平成２４年１０月２６日（金）
　　 　 　 　　（往復ハガキの場合は１０月 19 日必着）
　　 　 　 　　※受付は先着順とさせていただきます。定員になり次第締め切りとさせていただきます。
◇参 加 費：１，０００円（ご来館の際に徳富蘇峰館受付にてお支払いください。）
◇申 込 先：山中湖文学の森  三島由紀夫文学館
◇主 催：山中湖文学の森  三島由紀夫文学館・山中湖村教育委員会

三島由紀夫「朱雀家の滅亡」の舞台装置模型展示！
ぜひご参加ください！

「サド侯爵夫人展」大好評開催中です！文学の森に足をお運びください！

第８回

写真：創作活動に専念するようになった三島。

自宅で（昭和２３年１０月）

７月８日に行われたリーディング「こころで聴く三島由紀夫」において、演出をしていただきました新国立劇場演劇芸
術監督  宮田慶子氏より、「朱雀家の滅亡」（新国立劇場  演出：宮田慶子氏）の舞台装置の模型を寄贈していただきました。
非常に珍しい展示です！ぜひご覧ください！【場所：徳富蘇峰館内企画展示室  三島由紀夫「映画・演劇」展示コーナー】
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ＹＡＭＡＮＡＫＡＫＯ　ＣＯＭＭＵＮ IＴＹ　ＰＬＡＺＡ　ＫＩＲＡＲＡ

山中湖交流プラザきらら

山中湖畔清掃活動ボランティア参加者募集！！
　さわやかな秋風の中で山中湖畔の植物を見ながら、湖畔清掃を行います。

　自然環境の保全と訪れる皆さまを心地よくお迎えするために、ＮＰＯ法人富士山自然学校では恒例の湖畔清掃を

下記の日程で実施いたします。皆さまのご参加・ご協力をお願いします。

◇実 施 日：９月２３日（日）※雨天中止

◇集合場所：山中湖交流プラザきらら内　管理棟「ハルニレ」

◇集合時間：午前 9 時（正午終了予定）

◇清掃場所：撫岳荘前浜～平野ちびっこ広場

◇持ち物等：飲み物・雨具・軍手・歩きやすい靴

◇参 加 費：無料（主催者にて傷害保険に加入・補償の範囲）

　　　　　　傷害保険加入のため、ご参加くださる方は事前にご連絡をお願いします。

　　　　　　　　　　　　　　申し込み・問い合わせ　ＮＰＯ法人富士山自然学校（山中湖交流プラザきらら内）

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　TEL ２０－３１１１　　FAX ２０－３１１２

「ＧＳＣグラウンドゴルフ大会」参加者募集
◇開催日時：９月２５日（火）　予備日：９月２７日（木）

　　　　　　午前９時～午後３時

◇開催会場：山中湖交流プラザきらら内「ぴっち」

◇内　　容：前回も大好評だった「ＧＳＣグラウンドゴルフ大会」を山

　　　　　　中湖交流プラザきらら内「ぴっち」を舞台に行います。グ

　　　　　　ラウンドゴルフは、誰でも簡単に始められ、仲間とおしゃ

　　　　　　べりしながら楽しくプレーできるスポーツです。ぜひ、こ

　　　　　　の機会に皆さんで参加してみませんか。

◇参 加 料：１人１，０００円（保険料込み）

◇定　　員：２５０名（定員なり次第締め切り）

◇申込方法：所定の参加申込書に必要事項を明記の上、きらら窓口に直接お申

　　　　　　し込みください。または電話での申し込みも受け付けます。

　　問い合わせ
　　　山中湖交流プラザきらら内　スポーツ部門・スポーツ教室担当スタッフ

　　　TEL ２０－３１１１　　FAX ２０－３１１２

『富士五湖地域の食材を使用した料理を取り扱う
飲食店を紹介するパンフレット』掲載飲食店募集

　この度、富士山・富士五湖観光圏整備推進協議会事業の一環として富士五湖圏域における食の魅力、及び滞

在満足度の向上につなげるために「富士五湖地域の食材を使用した料理を取り扱う飲食店を紹介するパンフ

レット（選定により最大で１５０店舗掲載）」を作成するにあたり飲食店を募集することとなりました。

　掲載基準、選定基準、募集期間、申し込み方法等詳しい内容につきましては富士山・富士五湖観光圏ホーム

ページ（http://www.fujigoko-net.jp/）をご覧ください。

　　　　　　　　　　　　　　　　　問い合わせ　山中湖村役場　観光課　担当　椙浦　TEL ６２－９９７７

『富士五湖地域の食材を使用した料理を取り扱う
飲食店を紹介するパンフレット』掲載飲食店募集
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四季新鮮
　　出あい感動

今月は ｢ 世界文化遺産 ｣ です。

エコキャップ回収

山中湖村社会福祉協議会  ９月の予定
日　程 曜　日 内　　　容

毎週 火 給食サービス

１１日 火 敬老会（紅富士の湯）

１４日・２８日 金 いきいき交流会

山中湖村社会福祉協議会
　南都留郡山中湖村平野１４５０
　　　　　　TEL ２８－１０１４
　　　　　　FAX ２８－１０１５

社会福祉法人　山中湖村社会福祉協議会

エコキャップ回収
８００個のキャップでポリオワクチン一人分が購入できます。

皆さまのご協力に感謝申し上げます。

【２００８年１２月からの累計】
◇数 量：７４７，１６０個

◇Ｃ Ｏ ２ 削 減：５８８３．８ｋｇ

◇ポリオワクチン：９３４人分

５月～７月（３か月）の回収実績

　エコキャップを回収する際には、洗浄しシールなど

をはがしてください。

　金属類（アルミ・鉄など）は絶対に入れないでくだ

さい。

向かい合わせてふくらませた両手

を外側に回転させる。（世界・地球）

指を伸ばした手のひらを親指の付け

根で交差させ、組み替える。（文化）

左手のひらの上に親指と人差し

指で作った丸を置く（財産）

◇協力：手話サークル白鳥　　◇イラスト：新日本語 - 手話辞典より転載（財団法人全日本ろうあ連盟発行）

身近に手話を Let's   communication
今月は ｢ 世界文化遺産 ｣ です。

山中小学校 東小学校

リサイクル工場に
再資源として売却

売却益を「世界の子ども
にワクチンを日本委員会

（ＪＣＶ）」に寄付

発展途上国の子
どもたちに届き
ます。

エコキャップ回収

エコキャップの流れ

協　力　者 個　数 ワクチン
富士美華ホテル 6,020 個 7.53 人分
山中保育所 1,180 個 1.5 人分
平野保育所 10,120 個 12.65 人分
山中小学校 10,800 個 13.5 人分
東小学校 12,460 個 15.6 人分
山中湖中学校 7,900 個 9.88 人分
山中湖情報創造館 40 個 0.05 人分
山中湖交流プラザきらら 380 個 0.48 人分
山中湖観光振興公社 8,280 個 10.4 人分
クリーンセンター 51,200 個 64 人分
山中湖村役場 2,960 個 3.7 人分
山中湖村社会福祉協議会 700 個 0.88 人分

合　　　計 112,040 個 140.1 人分
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お
知
ら
せ
・
催
し
・
募
集

yamanakakoi
n
fo
rm
a
tio
n

n
fo
rm
a
tio
n

厚
生
課
か
ら
お
知
ら
せ

恩
賜
林
組
合
か
ら
お
知
ら
せ

■
森
の
音
楽
会
演
奏
者
募
集
！

日
時　

９
月
17
日
（
月
）

　
　
　

午
前
10
時
～
午
後
３
時

場
所　

お
ん
し
り
ん
庭
園

　
　
　

※
雨
天
延
期

費
用　

無
料

定
員　

８
組
を
予
定

内
容

　

森
の
中
の
ス
テ
ー
ジ
上
で
楽
器
を
使

っ
た
音
楽
演
奏
。

応
募
資
格

　

音
源
・
楽
器
な
ど
で
、
各
自
ご
用
意

で
き
る
方
、
ま
た
は
グ
ル
ー
プ
。
音
楽

会
な
の
で
、
演
芸
、
舞
踏
、
ダ
ン
ス
の

み
の
ご
参
加
は
原
則
、
受
け
付
け
ま
せ

ん
。

出
演
時
間

　

演
奏
時
間
は
出
入
り
、
準
備
も
含
め

て
一
組
30
分
を
予
定
。
た
だ
し
、
出
演

者
数
に
よ
っ
て
変
更
あ
り
。

設
備

　

組
合
で
用
意
で
き
る
機
材
は
基
本
的

に
簡
易
ワ
イ
ヤ
レ
ス
マ
イ
ク
の
み
と
な

り
ま
す
。
そ
れ
以
外
の
も
の
が
必
要
な

場
合
は
各
自
で
ご
用
意
く
だ
さ
い
。

記
帳
相
談
日
開
設

南
都
留
中
部
商
工
会

　

正
し
い
記
帳
は
税
務
申
告
の
基
礎
と

な
る
ば
か
り
で
な
く
経
営
改
善
の
道
し

る
べ
で
す
。毎
日
正
し
く
記
帳
し
ま
し
ょ

う
。
こ
ん
な
時
に
ご
利
用
く
だ
さ
い
。

 

・ 

帳
簿
の
つ
け
方
が
わ
か
ら
な
い
。

 

・ 

必
要
経
費
と
家
計
費
の
区
分
が
は
っ

　

き
り
し
な
い
。

 
・ 

帳
簿
を
つ
け
な
い
の
で
黒
字
な
の
か

　

赤
字
な
の
か
は
っ
き
り
し
な
い
。

日
時　

９
月
20
日
（
木
）

　
　
　

午
前
10
時
か
ら
午
後
4
時

申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ

　

恩
賜
林
組
合　

企
画
財
政
課

　
　
　
　
　
　

℡
（
２
２
）
３
３
５
５

■
恩
賜
林
組
合
無
料
法
律
相
談

相
談
日　

９
月
11
日
（
火
）

※
毎
回
奇
数
月
の
第
２
火
曜
日
で
す
。

受
付
時
間　

午
後
１
時
～
２
時

相
談
時
間　

午
後
１
時
～
４
時

対
象
者　

富
士
吉
田
市
、
山
中
湖
村
、

　
　
　
　

忍
野
村
の
住
民

費
用　

無
料

場
所　

恩
賜
林
組
合
林
業
セ
ン
タ
ー
内

※
相
談
日
前
や
電
話
で
の
受
付
・
相
談

　

は
致
し
ま
せ
ん
。

問
い
合
わ
せ

　

恩
賜
林
組
合　

演
習
地
対
策
課

　
　
　
　
　
　

℡
（
２
２
）
３
３
５
５

■
問
い
合
わ
せ

※
詳
細
に
つ
い
て
は
、
厚
生
課
ま
で
お

　

問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

　

山
中
湖
村
役
場　

厚
生
課

　
　
　
　
　
　

℡
（
６
２
）
９
９
７
６

※
各
事
業
は
、
老
人
福
祉
し
あ
わ
せ
セ

　

ン
タ
ー
で
行
い
ま
す
。

■
乳
児
健
康
相
談

日
時　

９
月
３
日
（
月
）

　
　
　

午
後
１
時
15
分
～
１
時
45
分
受
付

対
象　

平
成
23
年
９
月
、

　
　
　

平
成
24
年
２
月
、
５
月
生
ま
れ

■
１
歳
６
ヶ
月
・
３
歳
児
健
診

日
時　

９
月
４
日
（
火
）

　
　
　

午
後
１
時
15
分
～
１
時
45
分
受
付

対
象　

平
成
21
年
３
月
、
４
月
、

　
　
　

平
成
23
年
１
月
、
２
月
生
ま
れ

■
離
乳
食
教
室

日
時　

９
月
26
日
（
水
）

　
　
　

午
前
10
時
～
10
時
15
分
受
付

対
象　

平
成
24
年
２
月
～
６
月
生
ま
れ

※
対
象
者
に
は
、
個
別
通
知
し
ま
す
。

■
母
子
健
康
手
帳
の
交
付

交
付　

毎
週
月
曜
日

※
都
合
の
悪
い
方
は
厚
生
課
保
健
師
ま

　

で
ご
連
絡
く
だ
さ
い
。

時
間　

午
前
８
時
30
分
～

　
　
　

午
後
５
時
15
分

場
所　

山
中
湖
村
役
場　

厚
生
課
窓
口

　
　
　
（
正
午
か
ら
午
後
1
時
を
除
く
）

場
所　

南
都
留
中
部
商
工
会　

事
務
室

対
象　

個
人
事
業
者

問
い
合
わ
せ

　

南
都
留
中
部
商
工
会

　
　
　
　
　
　

℡
（
６
２
）
０
９
４
０

山
中
湖
村
長
寿
会
か
ら
お
知
ら
せ

■
第
44
回
敬
老
会

開
催
日　

９
月
11
日
（
火
）

場
所　

紅
富
士
の
湯

対
象

　

昭
和
19
年
４
月
１
日
以
前
生
ま
れ

申
し
込
み

　

出
席
希
望
者
は
９
月
７
日
（
金
）
ま

で
に
、
各
地
区
長
寿
会
理
事
ま
た
は
、

山
中
湖
村
役
場
厚
生
課
に
お
申
し
込
み

く
だ
さ
い
。

■
山
中
湖
村
い
き
が
い
バ
ス
旅
行

予
定
期
日　

10
月
９
日
（
火
）
～

　
　
　
　
　

10
月
10
日
（
水
）

行
き
先　

静
岡
県
伊
豆
方
面

参
加
費　

１
２
，
０
０
０
円
前
後

申
し
込
み

　

参
加
希
望
者
は
９
月
25
日
（
火
）
ま

で
に
、
各
地
区
長
寿
会
理
事
ま
た
は
、

山
中
湖
村
役
場
厚
生
課
に
参
加
費
を
添

え
て
お
申
し
込
み
く
だ
さ
い
。
長
寿
会

の
皆
さ
ん
の
多
数
の
ご
参
加
を
お
待
ち

し
て
お
り
ま
す
。

■
問
い
合
わ
せ

　

山
中
湖
村
役
場　

厚
生
課

　
　
　
　
　
　

℡
（
６
２
）
９
９
７
６

大
月
税
務
署
か
ら
お
知
ら
せ

応
急
手
当
普
通
救
命
講
習
会

講
習
日

①
普
通
救
命
講
習
会
Ⅰ
（
成
人
）

　

奇
数
月
の
第
３
週
金
曜
日

②
普
通
救
命
講
習
会
Ⅲ

　
（
小
児
・
乳
児
・
新
生
児
）

　

偶
数
月
の
第
３
週
金
曜
日

講
習
時
間

　

午
後
１
時
30
分
～
４
時
30
分

定
員

①
普
通
救
命
講
習
会
Ⅰ
（
成
人
）

　

30
名
（
最
低
定
員
10
名
）

②
普
通
救
命
講
習
会
Ⅲ

　
（
小
児
・
乳
児
・
新
生
児
）

　

18
名
（
最
低
定
員
10
名
）

講
習
会
場

　

富
士
五
湖
消
防
本
部　

３
階　

講
堂

問
い
合
わ
せ

　

富
士
五
湖
消
防
本
部

　

消
防
課
救
急
救
助
担
当

　
　
　
　
　
　

℡
（
２
２
）
４
４
２
１

第
27
回
下
水
道
ま
つ
り
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富
士
ふ
れ
あ
い
の
村
ま
つ
り

日
時　

９
月
15
日
（
土
）

　
　
　

午
前
10
時
～
午
後
２
時
40
分

場
所

　

富
士
ふ
れ
あ
い
の
村

　

富
士
河
口
湖
町
船
津
６
６
６
３
‐
１

　

※
雨
天
の
場
合
は
ふ
じ
ざ
く
ら
支
援

大
月
税
務
署
か
ら
お
知
ら
せ

■
面
接
相
談
は
事
前
予
約
を
！

　

大
月
税
務
署
で
の
面
接
に
よ
る
個
別

相
談
を
希
望
さ
れ
る
方
は
、
事
前
の
電

話
予
約
を
お
願
い
し
ま
す
。（
税
金
の

納
付
相
談
な
ど
の
場
合
や
、
確
定
申
告

期
で
の
相
談
や
申
告
書
を
作
成
さ
れ
る

場
合
は
不
要
で
す
。）

　

な
お
、
一
般
的
な
税
の
質
問
は
国
税

庁
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
の
タ
ッ
ク
ス
ア
ン

サ
ー
を
ご
利
用
く
だ
さ
い
。

■
贈
与
税
の
申
告
は
ｅ
‐
Ｔ
ａ
ｘ
で
！

　

平
成
24
年
度
分
の
贈
与
税
の
申
告
か

ら
ｅ
‐
Ｔ
ａ
ｘ
で
電
子
申
告
が
で
き
る

よ
う
に
な
り
ま
し
た
。
国
税
庁
ホ
ー
ム

ペ
ー
ジ
の
「
確
定
申
告
書
作
成
コ
ー

ナ
ー
」
で
作
成
し
、
ｅ
‐
Ｔ
ａ
ｘ
へ
送

信
す
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。
大
変
便
利

で
す
の
で
是
非
ご
利
用
く
だ
さ
い
。

■
問
い
合
わ
せ

　

大
月
税
務
署

　
　

℡
０
５
５
４
（
２
２
）
３
１
５
１

（
自
動
音
声
案
内
で
「
２
」
番
を
選
択
）

子
ど
も
の
人
権
１
１
０
番

受
付
時
間

　

平
日　

午
前
８
時
30
分
～
５
時
15
分

電
話
番
号

　
　

℡
０
１
２
０
（
０
０
７
）
１
１
０

第
27
回
下
水
道
ま
つ
り

日
時　

９
月
９
日
（
日
）

　
　
　

午
前
10
時
～
午
後
２
時

場
所　

桂
川
清
流
セ
ン
タ
ー

内
容

 

・ 

下
水
道
施
設
見
学
会
、下
水
道
教
室
、

　

下
水
道
相
談
コ
ー
ナ
ー

 

・
ミ
ニ
下
水
道
展
（
下
水
道
リ
サ
イ
ク

　

ル
製
品
等
の
展
示
）、
水
質
実
験

 

・
御
陣
屋
太
鼓
（
石
和
南
小
）
の
演
奏

 

・
フ
ア
フ
ア
、
マ
イ
エ
コ
バ
ッ
ク
作
り

　

な
ど
の
イ
ベ
ン
ト

 

・
福
祉
コ
ー
ナ
ー
で
の
無
料
配
布
、
販

　

売
な
ど

 

・
お
た
の
し
み
抽
選
会
、
来
場
記
念
品

　

プ
レ
ゼ
ン
ト
な
ど

※
雨
天
時
に
は
、
一
部
の
催
し
物
が
中

　

止
と
な
る
場
合
が
あ
り
ま
す
。

問
い
合
わ
せ

　

桂
川
清
流
セ
ン
タ
ー

　
　

℡
０
５
５
４
（
２
６
）
３
４
０
１

　
　

学
校
体
育
館
他

内
容

 

・
支
援
学
校
、
福
祉
施
設
（
作
業
所
）、

　

福
祉
関
係
団
体
及
び
地
域
住
民
等
に

　

よ
る
演
技
・
演
奏
等
の
発
表
、
作
品

　

の
展
示
・
販
売

 

・
ゲ
ス
ト
に
よ
る
演
技
・
演
奏

 

・
模
擬
店
、
フ
リ
ー
マ
ー
ケ
ッ
ト

 

・
体
験
工
房

 

・
お
楽
し
み
抽
選
会

問
い
合
わ
せ

　

富
士
ふ
れ
あ
い
の
村
ま
つ
り

　

運
営
委
員
会

　
　
　
　
　
　

℡
（
７
２
）
５
５
３
３

甲
府
地
方
法
務
局
か
ら
お
知
ら
せ

■
全
国
一
斉
！
法
務
局
休
日
相
談
所

日
時　

９
月
23
日
（
日
）

　
　
　

午
前
10
時
～
午
後
３
時

開
設
場
所　

甲
府
合
同
庁
舎

相
談
員

 

・
法
務
局
職
員　

・
公
証
人

 

・
司
法
書
士　
　

・
土
地
家
屋
調
査
士

 

・
人
権
擁
護
委
員

相
談
内
容

 

・
土
地
・
建
物
・
会
社
・
法
人
等
の
登

　

記
に
関
す
る
こ
と

 

・
隣
地
と
の
筆
界
に
関
す
る
こ
と

 

・
い
じ
め
・
虐
待
な
ど
の
人
権
問
題
に

　

関
す
る
こ
と

 

・
地
代
・
家
賃
の
供
託
に
関
す
る
こ
と

 

・
婚
姻
・
離
婚
な
ど
戸
籍
に
関
す
る
こ
と

 

・
成
年
後
見
制
度
に
関
す
る
こ
と

 

・
遺
言
等
公
正
証
書
作
成
に
関
す
る
こ
と

 

・
そ
の
他
法
務
局
の
所
掌
事
務
に
関
す

　

る
こ
と

相
談
時
間　

１
人
40
分
程
度

そ
の
他

①
相
談
は
無
料
で
す
が
予
約
が
必
要
で

　

す
。

②
相
談
の
予
約
は
法
務
局
の
総
務
課
で

　

受
け
付
け
ま
す
。

③
相
談
内
容
は
秘
密
に
し
、
堅
く
守
り

　

ま
す
。

■
法
務
局
講
座

日
時

　

９
月
23
日
（
日
）

　

①
相
続
に
つ
い
て

　
　

午
前
10
時
30
分
～
11
時
30
分

　

②
任
意
後
見
制
度
に
つ
い
て

　
　

午
後
１
時
30
分
～
２
時
30
分

開
講
場
所　

甲
府
合
同
庁
舎

講
師　

法
務
局
職
員

そ
の
他

①
聴
講
は
無
料
で
す
が
予
約
が
必
要

　

で
、
予
約
さ
れ
な
い
場
合
は
聴
講
で

　

き
ま
せ
ん
。

②
聴
講
定
員
は
各
講
座
30
名
で
す
。

③
聴
講
の
予
約
は
法
務
局
の
総
務
課
で

　

受
け
付
け
ま
す
。

問
い
合
わ
せ

　

甲
府
地
方
法
務
局　

総
務
課

　
　

℡
０
５
５
（
２
５
２
）
７
１
５
３

■
お
知
ら
せ

　

飼
っ
て
い
る
犬
ね
こ
に
迷
子
札
は
付

い
て
い
ま
す
か
？
迷
子
に
な
っ
て
し

ま
っ
た
ら
、
す
ぐ
に
保
健
所
・
市
町
村
・

警
察
署
に
ご
連
絡
く
だ
さ
い
。

■
動
物
愛
護
イ
ベ
ン
ト

【
動
物
愛
護
デ
ー
】

日
時　

９
月
23
日
（
日
）
午
前
10
時
～

場
所　

ア
イ
メ
ッ
セ
山
梨

内
容

　

動
物
ク
イ
ズ
、
ポ
ニ
ー
体
験
乗
馬
等

【
犬
の
飼
い
方
教
室
】

日
時　

10
月
17
日
（
水
）
午
後
２
時
～

場
所　

山
梨
県
富
士
吉
田
合
同
庁
舎

　
　
　

２
階
大
会
議
室

内
容

　

犬
の
本
能
・
習
性
、
し
つ
け
方
等
に

つ
い
て
（
実
演
あ
り
）

■
問
い
合
わ
せ

　

富
士
・
東
部
保
健
福
祉
事
務
所

　

衛
生
課

　
　
　
　
　
　

℡
（
２
４
）
９
０
３
３

「
動
物
愛
護
週
間
」
で
す
！

９
月
20
日
～
26
日
は
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第
36
回
ヨ
ハ
ネ
祭

日
時　

９
月
30
日
（
日
）（
雨
天
決
行
）

　
　
　

午
前
10
時
～
午
後
２
時

場
所　

富
士
聖
ヨ
ハ
ネ
学
園

内
容

　

学
園
紹
介
、
模
擬
店
、
社
協
ボ
ラ
ン

テ
ィ
ア
の
出
店
、
子
ど
も
広
場
、
そ
の

他
催
し
物
な
ど

問
い
合
わ
せ

　

富
士
聖
ヨ
ハ
ネ
学
園

　

総
務
部　

山
本

　
　
　
　
　
　

℡
（
２
３
）
５
１
５
５

日
時

　

９
月
26
日
（
水
）

　

①
小
売
・
卸
・
輸
入
業
者
向
け
講
座

　
　

午
前
10
時
～
午
後
０
時
30
分

　

②
製
造
者
向
け
講
座

　
　

午
後
２
時
～
４
時
30
分

会
場　

富
士
吉
田
市
民
会
館

　
　
　

市
民
ギ
ャ
ラ
リ
ー
１
・
２

講
座
内
容

①
日
本
の
食
品
表
示
制
度
の
概
要

②
食
品
表
示
の
適
正
化
に
向
け
た
改
善

　

の
チ
ェ
ッ
ク
ポ
イ
ン
ト

③
食
品
表
示
の
適
正
な
実
施
に
向
け
た

　

取
り
組
み
の
重
要
性

参
加
費
用　

無
料

申
し
込
み

　

農
林
水
産
省
関
東
農
政
局
ウ
ェ
ブ
サ

イ
ト
の
「
食
品
事
業
者
表
示
適
正
化
技

術
講
座
」よ
り
お
申
し
込
み
く
だ
さ
い
。

http://w
w

w
.m

aff.go.jp/kanto/

p
ress/syo_an/hyouji/120601.

htm
l

※
定
員
に
な
り
次
第
締
め
切
ら
せ
て
い

　

た
だ
き
ま
す
。

問
い
合
わ
せ

　

関
東
農
政
局
甲
府
地
域
セ
ン
タ
ー

　

食
品
事
業
者
表
示
適
正
化

　

技
術
講
座
担
当

表
示
適
正
化
技
術
講
座

食
品
事
業
者

前
期
募
集
入
学
者
選
抜
説
明
会

富
士
北
稜
高
校　

公
開
授
業
及
び

■
対
象

　

中
学
校
教
員
・
保
護
者
及
び
一
般

■
開
催
日　

10
月
10
日
（
水
）

■
公
開
授
業

目
的

　

特
色
あ
る
系
列
の
授
業
参
観
を
通
し

グ
ラ
ウ
ン
ド
ゴ
ル
フ
大
会

北
麓
シ
ル
バ
ー

日
時　

10
月
９
日
（
火
）

　
　
　

８
時
30
分
～
受
付

　
　
　

※
雨
天
中
止

場
所　

富
士
北
麓
公
園　

陸
上
競
技
場

対
象　

50
歳
以
上
の
男
女

富
士
五
湖
広
域
住
民
交
流

無
料
法
律
相
談
会

日
時　

９
月
29
日
（
土
）

　
　
　

午
後
１
時
～
４
時
（
要
予
約
）

場
所　

ぴ
ゅ
あ
富
士

相
談
内
容

 

・
借
金
問
題
（
ク
レ
ジ
ッ
ト
・
消
費
者

　

金
融
等
多
重
債
務
）

 
・
成
年
後
見
（
高
齢
者
問
題
・
遺
言
・

　

相
続
問
題
）

予
約
・
問
い
合
わ
せ

　

山
梨
県
司
法
書
士
会

　

総
合
相
談
セ
ン
タ
ー

　
　

℡
０
５
５
（
２
５
３
）
２
３
７
６

　
　

℡
０
５
５
（
２
５
４
）
６
０
１
２

公
証
役
場
の
利
用
に
つ
い
て

　

10
月
１
日
（
月
）
か
ら
７
日
（
日
）

は
公
証
週
間
で
す
。

　

あ
な
た
の
大
切
な
財
産
を
守
る
た

め
、
国
の
機
関
で
あ
る
公
証
役
場
を
活

用
し
て
く
だ
さ
い
。
公
証
役
場
は
遺
言

書
の
作
成
、金
銭
・
土
地
・
建
物
の
貸
借
、

離
婚
に
伴
う
慰
謝
料
・
養
育
費
・
財
産

分
与
等
に
関
す
る
大
切
な
契
約
を
公
正

証
書
で
作
成
し
て
い
ま
す
。
公
正
証
書

作
成
の
た
め
の
相
談
は
無
料
で
す
。
お

気
軽
に
ご
相
談
く
だ
さ
い
。

　

な
お
、
日
本
公
証
人
連
合
会
に
お
い

て
も
９
月
28
日
（
金
）
か
ら
10
月
７
日

（
日
）
ま
で
電
話
相
談
を
行
っ
て
お
り

ま
す
。

電
話
相
談

　

日
本
公
証
人
連
合
会

　
　

℡
０
３
（
３
５
０
２
）
８
２
３
９

問
い
合
わ
せ

　

大
月
公
証
役
場

　

公
証
人　

青
木  
惺

　
　

℡
０
５
５
４
（
２
３
）
１
４
５
２

無
料
調
停
相
談
会

　

法
の
日
週
間
が
、
10
月
１
日
（
月
）

か
ら
始
ま
り
ま
す
。

　

こ
の
週
間
に
因
ん
で
、
富
士
吉
田
簡

易
裁
判
所
管
内
調
停
協
会
は
、
調
停
相

談
会
を
開
き
ま
す
。

 

・
交
通
事
故
に
よ
る
損
害
賠
償

 

・
土
地
・
建
物
な
ど
の
貸
し
借
り

 

・
貸
金
・
約
束
手
形
等
の
取
り
立
て

 

・
山
林
・
宅
地
等
の
境
界
争
い

 

・
扶
養
・
離
婚
・
相
続
問
題

 

・
家
庭
内
の
も
め
ご
と

 

・
サ
ラ
金
等
の
多
数
金
融
会
社
か
ら
の

　

借
金
整
理

 

・
通
行
権
の
問
題

 

・
隣
地
と
の
争
い

 

・
そ
の
他

以
上
に
掲
げ
た
よ
う
な
こ
と
で
困
っ
て

い
る
方
は
、
相
談
に
お
出
か
け
く
だ
さ

い
。
相
談
は
無
料
で
す
。
相
談
内
容
に

つ
い
て
の
秘
密
は
、
固
く
守
り
ま
す
。

日
時　

10
月
３
日
（
水
）

　
　
　

午
前
10
時
～
午
後
３
時

場
所　

富
士
吉
田
簡
易
裁
判
所

問
い
合
わ
せ

　

富
士
吉
田
簡
易
裁
判
所
管
内

　

調
停
協
会

　
　
　
　
　
　

℡
（
２
２
）
０
５
７
３

定
員　

96
名

参
加
料　

１
人　

５
０
０
円

申
し
込
み
方
法

　

所
定
の
申
し
込
み
用
紙
に
ボ
ー
ル
ペ

ン
で
必
要
事
項
を
記
入
し
、
フ
ァ
ッ
ク

ス
・
郵
送
、
ま
た
は
窓
口
に
直
接
お
申

し
込
み
く
だ
さ
い
。

※
フ
ァ
ッ
ク
ス
で
の
お
申
込
み
の
際
は

　

必
ず
用
紙
が
届
い
て
い
る
か
、
確
認

　

の
電
話
を
お
願
い
し
ま
す
。

申
し
込
み
期
間

　

９
月
１
日
（
土
）
～
９
月
25
日
（
火
）

　

午
前
９
時
～
午
後
５
時

　

※
定
員
を
超
え
次
第
、
募
集
を
締
め

　
　

切
ら
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。

問
い
合
わ
せ

　

〒
４
０
３
‐
０
０
０
５

　

富
士
吉
田
市
上
吉
田
５
０
０
０

　
（
公
財
）
山
梨
県
体
育
協
会

　

富
士
北
麓
公
園
管
理
事
務
所

　
　
　
　
　
　

℡
（
２
４
）
３
６
５
１

　
　
　
　
　
　

FAX
（
２
４
）
３
３
６
８
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責
任
技
術
者
認
定
試
験

下
水
道
排
水
設
備
工
事

日
時　

11
月
11
日
（
日
）

　
　
　

午
前
８
時
受
付
開
始

種
目　

ソ
フ
ト
バ
レ
ー
ボ
ー
ル

会
場　

鐘
山
総
合
体
育
館

　
　
　

富
士
河
口
湖
町
民
体
育
館

※
参
加
チ
ー
ム
は
、
ど
の
チ
ー
ム
も
決

　

勝
戦
ま
で
試
合
を
楽
し
め
る
よ
う
な

　

組
み
合
わ
せ
に
し
ま
す
。

対
象

　

富
士
五
湖
地
域
に
在
住
も
し
く
は
勤

務
し
て
い
る
中
学
生
以
上
の
方
。

※
１
チ
ー
ム　

４
名
以
上
６
名
以
内

※
大
学
の
バ
レ
ー
部
に
所
属
し
て
い
る

　

方
、
国
体
等
全
国
大
会
出
場
経
験
者

　

は
、各
チ
ー
ム
１
名
ま
で
と
し
ま
す
。

※
試
合
中
、
必
ず
女
性
が
コ
ー
ト
に
１

　

人
以
上
い
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。

※
複
数
チ
ー
ム
へ
の
重
複
参
加
は
で
き

　

ま
せ
ん
。

申
し
込
み
方
法

　

所
定
の
申
込
用
紙
に
ご
記
入
の
上
、

山
中
湖
村
役
場
企
画
課
ま
た
は
、
富
士

五
湖
広
域
行
政
事
務
組
合
へ
お
申
し
込

み
く
だ
さ
い
。（
申
込
用
紙
は
、
山
中

湖
村
役
場
企
画
課
及
び
富
士
五
湖
広
域

行
政
事
務
組
合
に
あ
り
ま
す
。）

申
し
込
み
期
間

　

９
月
３
日
（
月
）
～
10
月
５
日
（
金
）

ス
ポ
ー
ツ
フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル

富
士
五
湖
広
域
住
民
交
流

県
民
の
日
富
士
吉
田
会
場

日
時　

10
月
27
日
（
土
）

　
　
　

午
前
９
時
30
分
～
午
後
３
時

場
所　

富
士
山
ア
リ
ー
ナ

内
容

　

オ
ー
プ
ニ
ン
グ
セ
レ
モ
ニ
ー
、
市
町

村
の
特
産
品
販
売
、
屋
台
、
文
化
活
動

の
発
表
等

ス
テ
ー
ジ
出
演
者
の
募
集
内
容

　

県
内
に
在
住
す
る
団
体
・
グ
ル
ー
プ
。

プ
ロ
・
ア
マ
、
年
齢
は
問
い
ま
せ
ん
が
、

高
校
生
以
下
の
方
は
保
護
者
の
承
諾
が

必
要
で
す
。

　

内
容
は
問
い
ま
せ
ん
。
た
だ
し
、
カ

ラ
オ
ケ
や
公
序
良
俗
に
反
す
る
も
の
、

運
営
上
支
障
と
な
る
発
表
は
除
き
ま
す
。

抽
選
に
よ
り
出
演
者
を
決
定
し
ま
す
。

申
し
込
み

　
（
株
）
ア
ド
ブ
レ
ー
ン
社

　

企
画
制
作
局

　
　

℡
０
５
５
（
２
３
１
）
３
３
１
１

申
込
締
切
日　

９
月
14
日
（
金
）

問
い
合
わ
せ

　

山
梨
県　

企
画
県
民
部

　

県
民
生
活
・
男
女
参
画
課

　

県
民
生
活
安
全
担
当

　
　

℡
０
５
５
（
２
２
３
）
１
３
５
０

て
、
本
校
を
理
解
し
て
い
た
だ
く
。

時
間　

午
後
２
時
30
分
～
３
時
20
分

場
所　

各
教
室

■
前
期
募
集
入
学
者
選
抜
説
明
会

目
的

　

よ
り
多
く
の
情
報
を
直
接
提
供
す
る

こ
と
で
、
前
期
入
試
に
つ
い
て
理
解
し

て
い
た
だ
く
。

時
間　

午
後
３
時
30
分
～

場
所　

視
聴
覚
室

内
容

①
前
期
募
集
入
学
者
選
抜
募
集
要
項
の

　

配
布
・
説
明

②
昨
年
度
の
面
接
・
作
文
問
題
に
つ
い

　

て
の
解
説

③
質
疑
応
答

④
そ
の
他

そ
の
他

　

10
月
13
日
（
土
）
午
前
10
時
か
ら
も
、

同
じ
内
容
で
前
期
募
集
入
学
者
選
抜
説

明
会
を
開
き
ま
す
。（
対
象
：
中
学
生
、

保
護
者
）

■
そ
の
他

 

・
駐
車
ス
ペ
ー
ス
が
限
ら
れ
て
お
り
ま

　

す
の
で
、
公
共
交
通
機
関
の
ご
利
用

　

や
お
乗
り
合
わ
せ
を
お
願
い
し
ま
す
。

 

・
上
履
き
を
ご
持
参
く
だ
さ
い
。

■
問
い
合
わ
せ

　

富
士
北
稜
高
等
学
校

　

研
究
部　

宮
下

　
　
　
　
　
　

℡
（
２
２
）
４
１
６
１

※
土
曜
日
・
日
曜
日
は
受
け
付
け
て
お

　

り
ま
せ
ん
。

※
申
し
込
み
チ
ー
ム
が
１
２
８
チ
ー
ム

　

に
達
し
た
時
点
で
締
切
り
と
な
り
、

　

参
加
チ
ー
ム
に
は
、
後
日
詳
細
書
類

　

を
代
表
者
に
送
付
し
ま
す
。

※
参
加
料
は
無
料
で
す
。参
加
賞
あ
り
。

問
い
合
わ
せ

　

富
士
五
湖
広
域
行
政
事
務
組
合

　

振
興
課

　
　
　
　
　
　

℡
（
２
３
）
５
２
７
０

　

下
水
道
の
排
水
設
備
工
事
を
施
工
す

る
指
定
工
事
店
に
は
、「
下
水
道
排
水

設
備
工
事
責
任
技
術
者
」
の
資
格
を
有

す
る
者
の
専
属
が
必
要
で
す
。
こ
の
試

験
は
、
責
任
技
術
者
と
し
て
の
技
能
を

認
定
す
る
も
の
で
す
。

受
付
期
間

　

10
月
１
日
（
月
）
～
10
月
22
日
（
月
）

講
習　

11
月
15
日
（
木
）

　
　
　

午
前
10
時
～
午
後
４
時

試
験　

11
月
25
日
（
日
）

　
　
　

午
前
10
時
～
午
後
０
時
15
分

場
所

　

ぴ
ゅ
あ
総
合

申
し
込
み
先

　
（
公
財
）
山
梨
県
下
水
道
公
社

※
申
込
用
紙
は
山
中
湖
村
役
場
建
設
水

　

道
課
窓
口
に
用
意
し
て
あ
り
ま
す
。

問
い
合
わ
せ

（
財
）
山
梨
県
下
水
道
公
社
事
務
局

　
　

℡
０
５
５
（
２
６
３
）
２
７
３
８



(18)

　広報
　　山中湖

「広報山中湖」は資源保護とリサイクル促進のため再生紙を使用しています。

日　SUN 月　MON 火　TUE 水　WED 木　THU 金　FRI 土　SAT

1先負

◇コール・ふじまりも
□ SLS2012

　 可燃物収集日
　 持込（可・不燃）

2仏滅 3大安 4赤口 5先勝 6友引 7先負 8仏滅

□ SLS2012

　 立入日

◇こどもの時間

　 可燃物収集日
　 持込（可・不燃）

安産祭り
給食サービス
◇ PC サロン
◇リトミック教室

　 不燃物収集日
　 持込（可燃のみ）

安産祭り
◇陶芸教室

　 可燃物収集日
　 持込（可・不燃）

安産祭り
◇陶芸教室
◇サテライトスクール

　 ＰＥＴ収集日
　 可燃物収集日
　 持込（可・不燃）

 　可燃物収集日
　 持込（可・不燃）

◇コール・ふじまりも
◇ネイチャールーム

9大安   10赤口   11先勝   12友引   13先負   14仏滅   15大安

　 立入日

◇こどもの時間

　 可燃物収集日
　 持込（可・不燃）

敬老会
給食サービス
◇ PC サロン
◇リトミック教室

　 不燃物収集日
　 持込（可燃のみ）

一斉清掃
◇陶芸教室

　 可燃物収集日
　 持込（可・不燃）

◇陶芸教室
◇サテライトスクール

　 可燃物収集日
　 持込（可・不燃）

　 可燃物収集日
　 持込（可・不燃）

紅富士の湯
　　「秋の 2 大祭り」
○秋の彩り

（共に 11 月 11 日まで）
◇コール・ふじまりも

  16友引   17先負   18仏滅   19大安   20赤口   21先勝   22友引

◇敬老の日工作
□ SR バイク
　　　ミーティング

　 立入日

◇こどもの時間

　 立入日

給食サービス
◇ PC サロン
◇リトミック教室

　 不燃物収集日
　 持込（可燃のみ）

◇陶芸教室

　 可燃物収集日
　 持込（可・不燃）

◇陶芸教室

　 ＰＥＴ収集日
　 可燃物収集日
　 持込（可・不燃）

行政相談
1:00p.m. ～ 4:00p.m.
地域リサイクル役場下
9:00a.m. ～ 11:00a.m.

　 可燃物収集日
　 持込（可・不燃）

□サッカー山中湖
　フェスティバル
　　　　（23 日まで）
◇コール・ふじまりも
◇フィットネス
　　　　パーティー

　 立入日

  23先負   24仏滅   25大安   26赤口   27先勝   28友引   29先負

◇図書館でレゴ！

　立入日

◇こどもの時間

　 可燃物収集日
　 持込（可・不燃）
　 立入日

給食サービス
◇ PC サロン

　 不燃物収集日
　 持込（可燃のみ）
　 立入日

一斉清掃
◇陶芸教室

　 可燃物収集日
　 持込（可・不燃）
　 立入日

◇陶芸教室

　 可燃物収集日
　 持込（可・不燃）

　 可燃物収集日
　 持込（可・不燃）

◇コール・ふじまりも

  30仏滅

チャリティー駅伝
◇フリーマーケット
◇おはなしタイム
　立入日

9 月の行事予定 Lake Yamanaka

立入日 ＝ 北富士演習場立入許可日

午前 a.m．／ 午後 p.m．可燃・　　不燃・PET ＝可燃物・不燃物・PET ボトル収集日（8:30a.m．までに指定の場所に出してください。）

図書館 = 山中湖情報創造館開館　時間（9:30a.m. ～ 9:00p.m.)

持込（可燃・不燃）＝はクリーンセンターへ直接搬入可能日（9：00a.m. ～ 11:00a.m.  1:00p.m. ～ 4:00p.m.）

◇＝情報創造館にて開催 □＝きららにて開催 ○＝花の都にて開催

戸籍の窓  ７月届出分（敬称略）

お
め
で
と
う（
誕
生
）

お
く
や
み
（
死
亡
）

お
し
あ
わ
せ
に
（
結
婚
）

氏
　
名
　
　
　
　
　
　
保
護
者

フ
レ
ン
ツ
　
タ
リ
ア
フ
ェ
イ

　
　
　  

ス
テ
ィ
ー
ブ
ン
ポ
ー
ル

羽
田
　
周し
ゅ
う
す
け右　

　
　
　
明
正

ミ
ヤ
タ
デ
オ
リ
ベ
イ
ラ
　
二
コ
リ

　
　
　  

ジ
ョ
ツ
リ
オ
ヒ
デ
ノ
リ

高
村
　
ひ
よ
り
　
　
　
弘
次

岩
下
　
澪み
お
か佳

　
　
　
　  

聖

高
村
　
権け
ん
せ
い誠

　
　
　
　
権
児

氏
　
名
　
　
　
　
　
　
住
　
所

  

城
　
和
樹
　 

渡
邉
　
幸
子
　
｝　
　
　
平
野

919

長
田
　
恭
兵
　

外
川
　
ゆ
り
か
｝　
　
　
平
野

181

田
中
　
輝
彦
　

武
原
　
亜
美

｝　
　
　
山
中
20

氏
　
名
　
　
　     

歳
　
届
出
人

高
村
　
清
司
　     

（88）
　
武
義

編集室から
　広報山中湖では、村民

の皆さまの身近な明るい

話題・ご意見等を募集し

ています。役場広報係ま

でお寄

せくだ

さい。

山中湖村の人口と世帯
平成 24 年 8 月 1 日現在（　）は前月比
総人口……5,957 人（＋ 141 人）
　　　　　内外国人 137 人
　男　……2,972 人（＋   87 人）
　女　……2,985 人（＋   54 人）
世　帯……2,261 世帯（＋   85 世帯）

山中湖村村民憲章
　富士山のふところに生まれ、その胸の泉に汲んで、富士の子、不二の民我等。この最高

の郷土に、常に誇りと感謝を忘れず、この名山によく似合う、うるわしい里を共に築こう。

　一、富士は日本の宝。この清らかな環境と美しい大自然を、いつくしみ守ろう。

　一、富士は世界の憧れ。訪れる人を温かく迎えいれよう。

　一、心を合わせて仕事に励み、豊かな村をつくろう。

　一、文化を大切にして、良い風習を育て、明るい住みよい村をつくろう。


